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乙の論文は Aspergillus niger の遺伝的性質を検討し， 遺伝学的方法による品種改良のための基礎的問
題を取扱ったもので緒論， 5 章および総括より成っている。
緒論においては，微生物とくに糸状菌の遺伝学的研究の現段階を述べ， Asp. niger の工業的重要性に
かんがみ，偽似有性生殖的な生活史を利用する遺伝的形質の導入ならびに組換えによる優良菌株の獲得の
ため，基礎的研究の重要なる所以を説き，さらにこの研究の大綱方針を述べている。







1 次平板のコロニーが 1 平板当り約20程度となるように炉液を稀釈し，胞子形成の条件を与え， 2 次平
板の移植数は 1 平板当り 25--50 となし得るもので，拾い上げられた胞子は大部分栄養要求性であったか
ら， この方法は実際的に非常に便利かつ確実なものと認められる。 第 2 章は Heterocaryon および
Heterozygous diploid をつくり，組換えの現象を調べるため，遺伝標識としての胞子の色，栄養要求性な
らびに薬剤耐性などを検討した。色変異株は目印として便利であり， 種々の色変異株を用いて Hetero­





株の出る確率も高いので注意を要するものとしている。!第 3 章は Heterozygous diploid よりの形質分離
を調べたものでこの分離は Mitotic crossing over と Haploidisation とによるものであるが， 方法論と
してまず問題になるのは Diploid と Haploid との胞子の分別を容易ならしめることである口著者は胞子
の大きさを測定し， Asp. niger においては Diploid 胞子は Haploid のものの約1. 3倍の径を有し，径の
戸hd???
分散も小であって両者が殆ど重なることがなく， 両者の中聞に位置するものがあればとれは Aneuploid
と見倣し得る ζ とを明らかにした。かくして容易に Ploidy の識別ができ，偽似有性生殖の方法による遺
伝学的研究を容易ならしめたのであるが，乙れを利用し，前章で述べた遺伝標識の数筒を用い染色体地図
の作成を試みた。 Asp. niger については最初の試みであるが， 5--7 箇の連鎖群に分けることができ，
また胞子-の色にかんしては遺伝子は全て同一染色体上にあることから，組換え頻度より位置の推定も行な
われ，さらに著者の実験範囲では栄養要求性の遺伝標識はこの染色体上にない乙とが示ぎれている。 Ha­
ploidisation の経過については詳細は不明で、あるが，著者の結果より，減数分裂的な Haploid 化ではな
く， Aneuploid を通じて Haploid となるのでもなく， 多数の染色体が一時に対をなぎなくなるものと推
定され，栄養条件や温度により Haploid 出現の頻度が変化するから核内生合成反応における不均衡に基
悶するものと思考された。いずれにしても Haploidisation の過程を変化せしめ得ることが示され，品種改
良法の上に新しい知見を加えた。第4 章は Asp. niger の糖化アミラーゼ、生産における遺伝的方法の応用




養の容易な生産菌としての Asp. niger の品種改良への応用を試みた。 その結果 Heterozygous diploid 
の形成により一定期間内に達成きれる糖化力市枕を rtî]. L~. し得ることが別らかになった。
また関手素系の質的な問題に対しさらに検討を加え， αーアミラーゼ生Fkttを減少せしめて，最終糖化率
を l苛める方法は遺伝的には未fご成功し得ず， トランスクVレコシダーゼ生産性の低い陛下株を αーメチルクツレ
コシド発育不良株巾より選び出すことは，ある程度成功し，これにより比較的自作の最終糖化率を与える





以上を要するに乙の研究は工業糸状閣として有用な Asp. niger を対象とし，その偽似有性生~ìaによる
生活史を利用して遺伝学的研究を遂げ， 研究万法に改良を加えると共に， 遺伝子配列や Haploidisation
の様相などについて多くの知見を寄与し，その品種改良にかんする遺伝学的万法に対しでも基礎的な貢献
をなしたものである。よって乙の論文は侍士論文として価値あるものと認める。
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